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第６回 「作り話」が発覚し激化する攻撃 

 
 吉田氏は、事態を乗り切るために、キャンプに行った経緯について、参加者と口裏を合

わせて「作り話」で説明してきました。しかし、追及の手は、他の参加者にも及んでいま

した。それぞれがしつこく事情聴取される中で、キャンプに行ったあるメンバーから、こ

れまでの説明が「作り話」であることが発覚してしまったのです。 

このことで、ＪＲ東労組浦和電車区分会による吉田氏への恫喝、糾弾は激しさを増しま

した。しかし、そもそも、なぜ、他労組の組合員とキャンプに行ったことが大問題になる

のでしょうか。吉田氏が作り話をしなければならなかったのは、組合の追及から逃れるた

めでした。他労組との交遊を「組織破壊」として、組合員を徹底して吊し上げる、ＪＲ東

労組の異常な性質こそが問題であることは明らかです。 

 

異常な事件が繰り返し発生！ 
 
先に説明した「積極攻撃型組織防衛論」「平和共存否定」といった異常な組織の論理や方

針に基づき、ＪＲ東労組では、「浦和電車区事件」以外にも、組織に批判的な組合員や他労

組の組合員を多数で吊し上げるといった事件が多数発生してきました。 
 
1996年 8月  高崎車掌区事件 

同区で、ＪＲ東労組を脱退し国労に加入した若手組合員 3名が、勤務中にＪＲ東労組組

合員多数に取り囲まれて罵声を浴びせられ、仕事を妨害されました。乗務員宿泊所でも追

及を受け、一睡もできずに乗務に就くという事態も発生しました。3名はＪＲ東労組に拉

致・監禁されて追及を受け、結局、国労を脱退させられ、ＪＲ東労組に復帰しました。 
 
1999年 6月  上野車掌区「ＪＲ連合万歳」事件 

同区の若手組合員がビアガーデンでＪＲ東労組への愚痴をこぼし、「ＪＲ連合万歳」と

言ったことで、分会役員から「組織破壊活動」であるとして、連日の「事情聴取」を受け

て長期休暇に追い込まれました。結局、当該組合員は出向発令を受けました。 
 
1999年 7月  品川車掌区掲示物破損事件 

ＪＲ東労組の同区分会青年部長が当時の東日本鉄産労（ＪＲ連合加盟）の分会掲示物を

剥がして分会長に投げつけるという事件が発生しました。東日本鉄産労はＪＲ東労組を相

手に民事提訴し、損害賠償を命じる判決が下されています。 
 
1999年 8月  松戸車掌区（常磐線）食堂占拠事件 

ＪＲ東労組の同区分会の若手組合員 2名がＪＲ連合ユースラリーに参加したことで、こ

の組合員に徹底した「事情聴取」が行われたほか、組織引き締めのために、「団結うどん

づくり」と称して社員食堂を分会が長期間占拠し、他労組の使用を排除するという異常な

事件が発生しました。（次号に続く） 
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検証 
浦和電車区事件の真実 
















